
1. Content -This course is designed to provide students wi th 
opportunities to learn the vocabulary and the Intermediate 
level English listening and speaking skills that will serve as 
the foundation for further preparatory work as they get ready 
to study abroad in a university environment. The course con-
tent focuses on themes related to life in society， wi th par-
ticular interest in the comparison of American and ]apanese 
cul ture. 

2. Role in the Curriculum -This is an electi ve course that is 
part of the European-American Cul ture Department' s “English 
Training Sequence" 英語強化コース).

3. Learning Objective -The primary objective is help stu-
dents reach the Intermediate to Intermediate High level of 
academic English listening and speaking in preparation for 
tests like the TOEFL and for studying overseas. 

i評価方法 i
Grades will be based upon class attendance (10%)， participa 
tion in discussions (20%)， in-class presentations (400/0)， 

and two exams (15% each = 30%). 

!教科書 i
授業の中で指示する
Kim Sanabria WAcademic Listening Encounters: Life in Society~ 
Cambridge University Press 

|講義の密擦及び額要|

1.内容: 正規留学を目指す学生のためのリーディング演習コー

ス.アカデミックトピックを取り上げたテキストを使用しなが
ら、留学に必要な読解力、アカデミックボキャブラリ}、速読力

の向上を目指すと共に、自然科学などの知識の習得も目標とする。

TOEFLで出題される長文をよく読解できるよう、様々なスタディ

スキルの練習、ボキャブラリーピノレディング、ショートライティ

ングも行う.その他、インターネット、雑誌、新聞の時事英語な

ど多彩なトピックについて読みながら、ディスカッション、まと

めなどの作業を行い、留学で必要な基礎英語力を養う.

2. カリキュラムの位置づけ:欧米文化専門科目の選択科医であ

る。

3.学びの目標と意義:欧米の大学では、膨大な量のリーディン
グが求められる.様々なアカデミックトピックについて、リ}

ディング演習を行い、留学に必要な読解力、語葉力、スタディス

キルを身につけることを目標とする。

|評嫡方法 l
出席・授業の作業 (20%)、小テスト (30%)、
宿題 (20%)、期末発表 (30%)

|教科書 i
Wharton， ]ennifer WAcademic encounters the Natural World~ 
Cambridge Uni versi ty Press 

i講義の目標及び概要 i
1. 内容:この授業では英語論文を書くために必要な技能を修

得する。段落の組み立て方、文章のまとめ方、時間的順位、原因

と結果、比較と対象などを論文中にどのように用いまとめ、立証

的な論文を作成するかを学ぶ。また他人の文章、考えの盗用の危

険性を強調し、 MLAHandbook for Writers of Research Paper， 
Sixth Edi tionを用い研究方法、出典文献の用い方なども身につ

ける。

2. カリキュラム上の位置づけ:海外で学ぶこと、英語論文を書
くことを計画している学生対象。注)TOEFL換算スコア380点以上

の学生対象
3. 学びの意義と目標:自身の考えをまとめ調査・研究し論理的

な論文の書き方を学び、将来に役立てる。
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|教科書 l
Alice Oshima and Ann Hogue WWri ting Academic English， Fourth 
Edition~ Pearson/Longman 2006 

1.国際社会のグローパル化に伴い、ビジネスにおいても英語は

コミュニケーションの手段としてその必要性はますます高まって

きている。本授業においては、将来仕事で英語が必要な場合に役

立つ、実践的なビジネス英語の基礎やビジネス・マナーを学んで

いく。

2. 基本的な英文法とPCの基本操作をマスターしている学生の履

修が望ましい。

3.授業では英語での仕事の探し方、英文履歴書の書き方、ビジ

ネス E-mail、レターの書き方、電話の受け答えやメモの取り方な

どを学ぶ。また、様々なビジネス・シチュエーションでの会話の

練習も行う。学期末には、働いてみたい会社のリサーチをイン
ターネットで行い、パワーポイントを用いたプレゼンテ}ション

を行い、英語プレゼンテーションの基本を学ぶ。

i評価方法!

試験 40%、プレゼンテーション 20% 小テスト 10%出席

20%、授業参加度 10% 

i教科書!

授業の中で指示する
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2. 基本的な英文法とPCの基本操作をマスターしている学生の履

修が望ましい。

3. 授業では、様々なビジネス・シチュエーションでの会話や、

商品の取引に関する英語を中心に学ぶ。学期後半は、関心のある

商品がどのように作られ、販売されていったかをインターネット

などでリサーチを行い、パワーポイントを用いた使プレゼンテー

ションを行う。

|評冊方法 i
試験 40%、 プレゼンテーション20%、
小テスト 10%、出席 20%、 授業参加度 10% 

|教科書 i
授業の中で指示する

2. カリキュラム上の位霞づけ

学科により基礎科目群の英語必修科目または選択科目となる。

3. 学びの意義と目標
大学生としての基礎英語コミュニケーション能力を養成する。

|評錨方法 j
課題(含小テスト、レポート、発表、出席、態度)50%，学期末

テスト50%
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|講義の堕標及び概要 i
1.内容本科目は基本的に英語のみで行われる。映画を題材に

その内容や背景にある文化・社会について学ぶという内容中心の

授業の中で、英語力をつけることを目指す。日常生活で使用され

る様々な表現に触れ、会話練習やロール・プレイを通して使用す

ることで、聞く力と話す力を伸ばす。また課題のテーマについて

調べ、レポートを書き、英語でプレゼンテーションを行う。授業

内外で自分のベースで自由に取り組めるe-learningも行う。
2.カリキュラム上の位置づけ 基礎科目群の英語必修科目であ

る。
3. 学びの意義と目標 (1)映画を通して日常生活で使われてい

る英語にたくさん触れることにより、リスニング力を高める。
(2)会話練習、ロールブρレイ、ディスカッションを通して、コミュ

ニケーション能力を養う。 (3)映画の背景にある英語閣の文化に

ついての知識や理解を深める。 (4)プレゼンテーションのテーマ

についてリサーチし、英語で原稿を書き、口頭発表を行う。 (5)

e-learningを通して授業以外でも多量の英語に触れ、英語力を高

めると同時に学習習慣を身につける。

|評髄方法i
平常点(出席と授業への貢献度)(20%)，課題(プレゼンテーショ

ン)(30%)，学期末テスト (30%)、e-learning(20%) *評価の内

容は変更する場合がある。その場合は授業にて説明するので確認

すること。

|教科書|

『スクール・オブ・ロック』スクリーンプレイ

2. カリキュラム上の位置づけ

学科により英語必修科目、または英語選択科目である。

3. 学びの意義と目標

大学生としての基礎英語コミュニケーション能力を養成する。

|評価方法|

課題(含小テスト、レポート、発表、出席、態度)50%，学期末

テスト50%

|教科書 i
椎原寛基.W. Nixon WAbout A BoyJ]スクリーンプレイ
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|講義の目標及び概要 1

1.内容
この授業ではECA(Cinema) 1に引き続き、映画を通して文化や

英語表現などを学んで行きます。映画のシーンを使ったリスニン
グ練習や、内容に関するディスカッションを行い、理解を深めま

す。また映画のトピックに関するエッセイを書いたり、各自で調
べた結果を発表するプレゼンテーションにも挑戦します。さらに
e-learning により、 TOEIC準備に役立つリーディング、リスニン
グ、文法も学びます。

2.カリキュラム上の位置づけ
受講にはECA(Cinema) 1 修了が前提となります。

3.学びの意義と目標
映画を通して異文化理解を深めると同時に、英語表現の習得と

発表力向上を目指すクラスです。

l評価方法 l
出席 20% 授業参加 20% プレゼンテーション 20% 試験

20% e-learning 20% 

i教科書|

授業の中で指示する

i講義の目標及び概要 1

1.内容
国際コミュニケーションに必要なスピーキングとリスニングの

スキルの上達に焦点を当てる。この科目を受講することにより、
幅広い状況でのコミュニケーションに自信を持って加わるために
必要な語学力を徐々に身につけられるだろう。上記の目的達成に
向けて、個人、ベアー、小グループρそしてクラス全体でさまざま

なタスク中心のコミュニケーション・アクティピティを千子う。さ
らに、学生が自分のメッセージをより効果的に伝えられるようコ
ミュニケーション・ストラテジーを学ぶ。

2. カリキュラム上の位置づけ
基礎科目群の選択科目

3. 学びの意義と目標
高校3年間と大学l年次に修得した英語のコミュニケーション・

スキルを更に上達させることを目的とする。

!評価方法 1

1.出席状況 20%

2.授業態度・参加 20%

3.スピーキングテスト (2回) 30% 

4.期末試験 30%

|教科書 i
A. Graham-Marr WCommunication Spotlight Pre-Interrr凶 iate jj 

ABAX 

i講義の自壊及び概要 1

1. 内容
この授業では数本の映画を通して、英語圏の文化や社会情勢な

どについて学ぶ。また、映画からだけではなく、インターネット
を利用して映画のテーマに関するリサーチを行い、自分の意見を
組み立てる。そして、ディスカッションを通してクラスメートと
お互いの感想や意見を交換したり、プレゼンテーション、レポ}

トを通して、自分の考えを発表したりする。さらに、映画のシ}
ンを題材にしたリスニング練習や映画についての読解練習も取り

入れる。

2. カリキュラムの位置づけ
選択科目であるが受講条件としてECA(Cinema) IIが前提科目と

なっている。

3. 学びの意義と目標

映画を通して異文化に対する理解を深める。またリサーチした
内容をまとめ、自分の考えをしっかりとまとめ発表できることを
目標とする。

i評価方法 i
平常点50点(出席状況、宿題、テスト、授業の作業、参加態度)
課題点50点(レポート)

i教科書 i
授業の中で指示する

|講義の目標及び概要 1

1.内容
国際コミュニケーションに必要なスピーキングとリスニングの

スキルの上達に焦点を当てる。この科目を受講することにより、
幅広い状況でのコミュニケーションに自信を持って加わるために
必要な語学力を徐々に身につけられるだろう。上記の目的達成に
向けて、個人、ベアー、小グループそしてクラス全体でさまざま
なタスク中心のコミュニケーション・アクティピティを行う。さ
らに、学生が自分のメッセージをより効果的に伝えられるようコ
ミュニケーション・ストラテジーを学ぶ。

2. カリキュラム上の位置づけ
基礎科目群の選択科目

3. 学びの意義と目標
高校3年間と大学1年次に修得した英語のコミュニケーション・

スキルを更に上達させることを目的とする。

l評価方法!

1.出席状況 20%

2.授業態度・参加 20%

3.スピーキングテスト (2回) 30% 

4.期末試験 30%

|教科書 j

A. Graham-Marr WCommunication Spotlight， Low Intermediatejj 
ABAX 

Johannsen， Milner， Chase WWorld Englishjj Ce昭 ageLearning 
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!講義の目標及び概要 i
1.内容

国際コミュニケーションに必要なスピーキングとリスニングの
スキノレの上達に焦点を当てる。この科目を受講することにより、

幅広い状況でのコミュニケーションに自信を持って加わるために
必要な語学力を徐々に身につけられるだろう。上記の目的達成に
向けて、個人、ベアー、小グループそしてクラス全体でさまざま
なタスク中心のコミュニケーション・アクティビティを行う。さ

らに、学生が自分のメッセージをより効果的に伝えられるようコ
ミュニケーション・ストラテジーを学ぶ。

2. カリキュラム上の位置づけ
基礎科目群の選択科目

3.学びの意義と目標
高校3年間と大学1年次に修得した英語のコミュニケーション・

スキルを更に上達させることを目的とする。

i評髄方法 1

1.出席状況 20%
2.授業態度・参加 20%
3.スピーキングテスト (2回) 30% 
4.期末試験 30%

A. Graham-Marr WCommunication Spotlight Pre-Intermedi-

ate ~ ABAX 
Johannsen， Milner， Chase W World E昭lish~ Ce時 ageLearning 

|講義の目標及び概要|

アメリカ人にとって馴染み深い食べ物や人物、習慣などをト

ピックスとして扱ったテキストの講読を通し、読解力の養成を行
う。また授業の中では、映像・音声も用いてリスニング力の養成
も行う。学期後半には関心のあったテーマを各自が選び、イン
ターネットなどを用いてリサーチを行い、プレゼンテーションを
行う。

|評価方法|

試験&小テスト 50%、プレゼンテーション 20%、
出席 20%、 授業態度 10%、

i教科書|

Milanda Broukal， Peter Murphy WALL ABOUT THE USA 3 ~ Peason 
Longman 

i講義の目標及び概要 1

1.内容
国際コミュニケーションに必要なスピーキングとリスニングの

スキルの上達に焦点を当てる。この科目を受講することにより、
幅広い状況でのコミュニケーションに自信を持って加わるために

必要な語学力を徐々に身につけられるだろう。上記の目的達成に
向けて、個人、ベアー、小グループ。そしてクラス全体でさまざま

なタスク中心のコミュニケーション・アクティピティを行う。さ
らに、学生が自分のメッセージをより効果的に伝えられるようコ
ミュニケーション・ストラテジーを学ぶ。

2. カリキュラム上の位置づけ
基礎科目群の選択科目

3. 学びの意義と目標
高校3年間と大学1年次に修得した英語のコミュニケーション・

スキノレを更に上達させることを目的とする。

|評価方法 1

1.出席状況 20%
2.授業態度・参加 20%
3.スピーキングテスト (2回) 30% 
4.期末試験 30%

!教科書 i
授業の中で指示する
Graham-Marr WCommunication Spotlight， Low Intermediate~ ABAX 
Johannsen， Milner， Chase WWorld English~ Ce昭 ageLearning 

|講義の目標及び概要 1

1. 内容
この授業では様々なトピックについて書かれた読み物を通して

米国文化を学習していく。異文化理解だけでなく、リーデイング
スキルを教えることで読解力の向上に特に力を入れたい。読み物
には多岐にわたる練習問題が用意されているため、語葉力、文法
力などの能力向上も図る。異文化理解を深める補助教材として、
インターネットやドキュメンタリー映像、映画なども有効活用す

る。

2. カリキュラムのイ立置づけ
基礎科目群の英語選択科目で特に異文化理解やリーディングの

授業を効果的に学習する目的の他、様々な資格英語試験の読解問
題の対策にもなる。

3. 学びの意義と目標
英語の読解力、語葉力、文法力の向上を目指すと共に、異文化

理解を深めることで総合的なコミュニケーション能力の向上を目
標とする。

i評価方法|

平常点 (50%) (中間テスト、宿題、授業参加を含む)
学期末試験/レポート (50%)

|教科書 i
Milada Broukal WALL ABOUT THE USA 1 A Cul tural Reader Second 

Edition~ PEARSON Longman 
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i講義の自標及び概要 1

1、内容

アメリカの文化、歴史、風土などを紹介するテキストを読む。
リーディング中心ですが、テキストの内容に関連した事柄を考え、
英語で意見を交換したり、クラス内で発表したり、 in-putから
out-putへつなげてく授業にしていきます。
2、カリキュラムの位置づけ

テキストの英語は平易なものですが 基礎にとどまらず応用力
をつけるものとなります。
3、学びの意義と目標

英語としづ言語を、その言語が使われている国、文化に関する

記述を読むことで、語の感覚を感じられればと考えています。ま
た、文化に興味のある者にとっては、知識を増やし深めるなかで
語葉力の強化につながることと思います。また、英語という枠に
とらわれず、自分の意見や思いを発表することができるようにし
ていく。

|評価方法 i
授業態度、宿題、通常授業で2、3回行う発表、小テスト:50% 

中間試験、期末試験:50% 

|教科書 1

Bro比al， Milada WAll About the USA 3: A Cul tural reader， Third 
Editionj Pearson Education， Inc. 

!講義の目標及び概要|

この科目は、現代ポップスを使用してリスニングとスピーキン
グのスキノレを高めることに焦点を当てる。主な目的は、楽しくリ
ラックスした雰圏気の中で英語の歌を紹介しながら英語上達に必
要なスキルを補強していくことである。歌詞やさまざまなジャン
ルの音楽についてのディスカッションや興味ある音楽の短いプレ
ゼンテーションを多くこなすことによって、スピーキング能力を
向上させる。リスニングは歌調の要点、単語の聞き取り、略式の
発音を中心に行う。ミュージシャンの経歴、ポピュラ}音楽の歴

史、歌詞の訳などの課題が出される。学期末までには、人前で英
語を話すことに自信を持ち、現代ポップスとミュージシャンに対
する関心が高まり、現代西洋音楽の歴史を理解することができる。

i評価方法 1

1. Attendance and participation 50% 

2. Presentation 25% 

3. Quizzes 25% 

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の目標及び雛要 1

1. 内容
この授業では様々なトピックについて書かれた読み物を通して

さらに深く米国文化を学習していく。異文化理解だけでなく、
リーディングスキルを教えることで読解力の向上に特に力を入れ
たい。読み物には多岐にわたる練習問題が用意されているため、
語葉力、文法力などの能力向上も図る。異文化理解を深める補助
教材として、インターネットやドキュメンタリー映像、映画など
も有効活用する。
2. カリキュラムの位置づけ

基礎科目群の英語選択科目で、特に異文化理解やリーディング
の授業を効果的に学習する目的の他、様々な資格英語試験の読解
問題の対策にもなる。
3. 学びの意義と目標

英語の読解力、語葉力、文法力の向上を目指すと共に、異文化
理解を深めることで総合的なコミュニケーション能力の向上を目
標とする。

|評価方法 i
平常点 (50%) (中間テスト、宿題、授業参加を含む)
学期末試験/レポート (50~も)

i教科書 l
Milada Broukal WALL ABOUT THE USA 1 A Cul tural Reader Second 
Editionj PEARSON Longma 

1.内容
現代ポップスを使用してリスニングとスピーキングのスキルを

高めることに焦点を当てる。歌詞やさまざまなジャンルの音楽に
ついてのディスカッションを多くこなすことによって、スピーキ
ング能力を向上させる。リスニングは歌詞の要点、単語の聞き取
り、略式の発音を中心に行う。

2. カリキュラム上の位置づけ

基礎科目群の選択科目

3. 学びの意義と目標
楽しくリラックスした雰囲気の中で英語の歌を紹介しながら英

語上達に必要なスキルを補強していくことである。

!評価方法 1

1. Attendance and participation 20% 

2. Assignment 20% 

3. Discussion 30% 

4. Final Test 30% 

|教科書 i
English Through Songs WKent HilU Eigo Press 
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i講義の自撰及び概要 i
この科目は、現代ポップスを使用してリスニングとスピーキン

グのスキルを高めることに焦点を当てる。主な目的は、楽しくリ

ラックスした雰囲気の中で英語の歌を紹介しながら英語上達に必
要なスキルを補強していくことである。歌詞やさまざまなジャン
ルの音楽についてのディスカッションや興味ある音楽の短いプレ
ゼンテーションを多くこなすことによって スピーキング能力を
向上させる。リスニングは歌詞の要点、単語の聞き取り、略式の
発音を中心に行う。ミュージシャンの経歴、ポピュラー音楽の歴

史、歌詞の訳などの課題が出される。学期末までには、人前で英
語を話すことに自信を持ち、現代ポップスとミュージシャンに対
する関心が高まり、現代西洋音楽の歴史を理解することができる。

|評鏑方法 1

1. Attendance and participation 50% 

2. Presentation 25% 

3. Quizzes 25% 

i教科書 i
プリントを配布する

|講義の思議及び機要 1

1、内容
自分のレベルに合った英語の本をなるべくたくさん、できるだ

けコンスタントに読み続ける。自分の読んだ本をみんなに紹介し
たり、本の内容、感想を英語句で表現する練習を行う。
2、カリキュラム上の位置づけ
基礎英語力を高めるクラス。

3、学びの意義と目標

自分で興味を持てそうな本を選ぶことによって、 1ページでも
多く読みこなす。なるべく毎日、なるべく多く読むことによって
英語の経験値を上げ、英語の感覚を身につける。

i評価方法 i
毎時間、日々の読書記録を提出(=取り組み評価)20% 

意見交換、感想などを授業中に書いて提出 20% 

出席 20% 
プレゼンテーション 40% 

i教科書 i
授業の中で指示する

|講義の呂標及び概要|

(内容)
自分の英語力に合った本を、楽しみながら多読(文章を分析し

ないで大意を把握する読書法)していく授業である。学生は、
Graded Readersというレベル別に分かれたさまざまなジャンノレの
本の中から、各自の興味や好みに基づいて本を選び、授業の内外

で学期を通してできるだけ多くの本を読み進めていく。その開、
読んだ本の記録をつけ、授業中にクラスメートと本の情報・感想

の共有をアクティピティを通じて行なう。学期末には、読んだ本
について英語でポスター・プレゼンテーションをする。

(カリキュラム上の位置づけ)
基礎科目群の英語選択科目である。

(学びの意義と目標)
英語で読む習慣を身につけ、沢山読むことで自然に英語力を伸

ばし、自分の好きな本を自分のベースで読み進めることで英語で
読むことの楽しさ (pleasureof reading)を知る。

i評価方法|

出席とアクティピティへの参加、読書日誌、読書量、課題や発表

から総合的に評価する。

|教科書 j
プリントを配布する

|講義の自撰及び概要 i
1.内容:プレゼンテ}ションとは、「個人またはグワレープが特定

のテーマを紹介・説明するためにする短い話」と定義されている。
学生はこのプレゼンテーションの方式を学び、発表の際には補助
教材、特に、パワーポイントを使用することをも学ぶ。
2.カリキュラム上の位置づけ:この科目はECA(Speaking)やECA

(Communication)に続いて、 ECAの最も上級のオーラノレトラックの
科目である。

3.学びの目標:この科目は、学生主体であり、英語のプレゼンテー
ションに必要なスキノレを向上させることを通して、英語の流暢さ

も向上させることを目的とする。いろいろなプレゼンテーション
の技法を学習する機会を通し、会話やリスニングの能力を上達さ
せることを目的としている。プレゼンテーション技法に触れるこ
とにより、オーラノレと聞き取りのスキルを上達させることに焦点
を当てる。また、それと同時に人の前で話す自信を得ることも目
的としている。
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Marion Grussendorf WEnglish for Presentationsj Oxford Uni 
versi ty Press 
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2:カリキュラムの位置づけ
学科により基礎科目群の英語必修科目または英語選択科目であ

る。

3 学びの意義と目標
大学生としての基礎英語読解力を養成する。

|許価方法!

課題(含む小テスト、レポート、発表、出席、態度)50%，学期末

テスト50%

|教科書|

授業の中で指示する

2.カリキュラムの位置づけ
学科により基礎科目群の英語必修科目又は英語選択科目とな

る。

3.学びの意義と自宅票
大学生としての基礎英語読解力を養成する。

|評緬方法 i
課題(含む小テスト、レポート、発表、出席、態度)50%，学期末

テスト50%

|教科書 i
授業の中で指示する

This course is designed to improve your overall English 

skills. By reading interesting stories that made the 

news and discussing them， you will build up your reading 
comprehension， vocabulary and grammar skills. In this 

course you will also engage in extensi ve reading. There 

are a variety of readers in GP reading lab (1103)for you 

to check out and read at your own pace. You can also 

practice your Eng1ish using a variety of resources on the 

Internet. 

i評髄方法 i
On1ine Reading and book report (20%) 

Presentation (10%) 

Class handouts and Homework (20%) 

Quizzes (10%) 

Final Exam (40%) 

|教科書 i
Sandra Heyer WEven More True Storiedピアソン・ロングマン

This course is designed to improve your overall English 

skills. By reading interesting stories that made the 

news and discussing them， you will build up your reading 
comprehension， vocabulary and grammar skills. In this 

course you will also engage in extensi ve reading. There 

are a variety of readers in GP reading lab (1103)for you 

to check out and read at your own pace. You can also 

practice your Eng1ish using a variety of resources on the 

Internet. 

|評価方法 i
Presentation 10% 

Book report/ on1ine reading 20 % 

Homework 10% 

quizzes 10% 

Final Exam 50% 

|教科書!

Sandra Heyer WEven More True Storiedピアソン・ロングマン
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ている。

2. カリキュラム上の位置づけ

基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と目標

総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な
英語力を身につけるレベノレで、ある。
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i教科書 j

Saslow & Ascher WTop Notch seriesJ] Longman Pearson 

John & Liz Soars WArr町 icanHeadway seriesJ] Oxford University 

Press 

|講義の目標及び概要 1

1.内容

英語学習をするにあたって、「コミュニュカティブ・アプローチJ

を採用する。流暢に話すことと必要な文法を意識することに焦点

をあわせる。従って、会話(聞くこと、話すこと)に必要なスキ

ルを強調し、学習する内容に合わせた実践的なテーマを取り入れ

ている。

2. カリキュラム上の位置づけ

基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と自標

総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な

英語力を身につけるレベルである。
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|教科書 i
Saslow & Ascher WTop Notch seriesJ] Pearson Lo時 man

John and Liz Soars WAI間 ricanHeadway seriesJ] Oxford Uni versi-

ty Press 

ている。

2. カリキュラム上の位置づけ

基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と目標

総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な

英語力を身につけるレベルである。

i評価方法 1

1.出席状況、授業態度・参加 30%
2.語葉の宿題・小テスト 20%
3.スピーキングテスト (2田)30% 
4.期末試験 20%

|教科書 i
Saslow & Ascher nop Notch seriesJ] Pearson Longman 

John & Liz Soars WAmerican Headway seriesJ] Oxford Uni versi ty 

Press 

i講義の目標及び概要 i
1.内容
英語学習をするにあたって、「コミュニュカティブ・アプpローチ」

を採用する。流暢に話すことと必要な文法を意識することに焦点

をあわせる。従って、会話(聞くこと、話すこと)に必要なスキ

ルを強調し、学習する内容に合わせた実践的なテーマを取り入れ

ている。

2. カリキュラム上のイ立置づけ

基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と目標

総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な
英語力を身につけるレベノレで、ある。

|評髄方法 1

1.出席状況、授業態度・参加 30%
2.語葉の宿題・小テスト 20%
3.スピーキングテスト (2回)30% 
4.期末試験 20%

!教科書 i
Saslow & Ascher WTop Notch seriesJ] Pearson Longman 

John & Liz Soars WAmerican Headway seriesJ] Oxford Uni versi ty 

Press 
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2. カリキュラム上の位置づけ

基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と目標

総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な

英語力を身につけるレベルである。

|講義の自標及び概要 1

l. 内容

この科目では受講生の考えや意見を効果的に英語で伝える能力

を高める学習を行う。語学の授業に置いては出席が重要であるた

め、この科目では最低80%の出席が必要条件である。外国語能力

上達のためには100%の出席でも十分ではないため、自習は積撞

的に行うことを望む。

2. カリキュラム上の位置づけ

この科目はSLEPプレースメントテストのTOEFL換算スコア400点
以上を取得した1年生を対象としている。この基準を満たす1年生
はECA(Speaking) 1の代わりにこの授業を履修する。

3. 学びの意義と目標
この科目は高校の英語授業で学んだ、英語コミュニケーションス

キルをもとに進める。国際コミュニケーションのための英語の話

し方、聞き取り、書き方スキノレを上達させることを強調する。学

生が自信をもって、色々なコミュニケーション状況で参加できる

ようになることを目指す。

以
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30% 20%、期末試験20%、口頭試験

!評価方法!

出席 30%、宿題

|教科書!

Saslow， Ascher WTop Notch seriesll Pearson Longman 
John and Liz Soars WAmerican Headway seriesll Oxford Universi-
ty Press 

|教科書 i
Saslow and Ascher WSummit 111 Pearson Lo叩 nan

i講義の居標及び概要 i
l.内容

英語学習をするにあたって、「コミュニュカティブ・アプローチ」
を採用する。流暢に話すことと必要な文法を意識することに焦点

をあわせる。従って、会話(聞くこと、話すこと)に必要なスキ

ルを強調し、学習する内容に合わせた実践的なテーマを取り入れ
ている。

|講義の目標及び概要 1

1.内容

英語学習をするにあたって、「コミュニュカティブ・アプローチJ

を採用する。流暢に話すことと必要な文法を意識することに焦点

をあわせる。従って、会話(開くこと、話すこと)に必要なスキ

ノレを強調し、学習する内容に合わせた実践的なテーマを取り入れ

ている。

2. カリキュラム上の位置づけ

基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と目標

総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な
英語力を身につけるレベルで、ある。

|評錨方法 1

1.出席状況、授業態度・参加 30%
2.語葉の宿題・小テスト 20%
3.スピーキングテスト (2回)30% 
4.期末試験 20%

2. カリキュラム上の位置づけ

基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と目諜

総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な

英語力を身につけるレベルである。

|評価方法 1

1.出席状況、授業態度・参加 30%
2.語葉の宿題・小テスト 20%
3.スピーキングテスト (2回)30% 
4.期末試験 20%

i教科書 j
Saslow & Ascher WTop Notch seriesll Pearson Longman 
John & Liz Soars WAmerican Headway seriesll Oxford University 
Press 

|教科書 l
Saslow & Ascher WTop Notch seriesll Pearson Longman 
John & Liz Soars WAr肥 ricanHeadway seriesll Oxford Uni versi-
ty Press 
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l講義の目標及び概要 1

1.内容
英語学習をするにあたって、「コミュニュカティブ・アプローチj

を採用する。流暢に話すことと必要な文法を意識することに焦点
をあわせる。従って、会話(聞くこと、話すこと)に必要なスキ
ノレを強調し、学習する内容に合わせた実践的なテーマを取り入れ
ている。

2. カリキュラム上の位置づけ
基礎科目群の英語必修科目

3. 学びの意義と目標
総合的な目標は、様々な場面において実践できるだけの必要な

英語力を身につけるレベノレである。
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|教科書 i
Saslow & Ascher WTop Notch seriesJ] Pearson Longrnan 

John & Liz Soars WArnerican Headway seriesJ] Oxford University 

Press 

|講義の自標及び概要 1

1、内蓉
ECA (Super A) 1の授業で学んだ英語コミュニケーションスキ

ノレをもとに進めるつもりである。国際コミュニケーションのため

の英語の話しかた、開き取り、書き方スキルを上達させることを
強調する。小グループ、クラス全体で行うタスクベースや問題を
解決する学習方法で進める。本来外国語能力上達のためには出席
が100%でも十分とはいえず、自習をすることは必要条件である。

宿題や聖学院大学のECAホームページを通しての追加練習を必ず
行うこと。
2、カリキュラム上の位置づけ
この科目はECA(Super A) 1の単位を取得した1年生を対象とし

ている。

3、学びの意義と目標
Arnerican Council on the Teaching of Foreign Languages 

(ACTFL)ガイドラインによる口頭英語能力レベルが(中級の中)レ
ベノレまで上達することがこの科目の総合的な目標である。このレ
ベノレでは学生が自信を持って、色々なコミュニケーション状況で
参加できるようになる。口頭テストは合計2回、筆記期末試験は
行う。

|評錨方法 i
出席 30%、宿題 20%、口頭試験 20%、期末試験 30% 

|教科書 i
Saslow and Ascher WSurnrni t 1J] Pearson Longrnan 

|講義の目標及び概要 1

1.内容
簡単な英語、実践的な英語を理解したり伝えたりしなければな

らないさまざまなシチュエーションを体験する。また、コミュニ
ケ}ションをよりなめらかにするために、特定の英語圏の国の文

化と習慣について学ぶ。学期の終了時には、旅行先や滞在先の国
の文化についての理解を深めていると同時に、メニューの見方や
注文の仕方、病気や症状の用語や病院での説明の仕方、道の聞き

方、値段の聞き方や買い物の仕方など、さまざまな状況でサパイ
パルすることができる語学力を得ているだろう。
2. カリキュラム上の位置づけ
基礎科目群の選択科目

3.学びの意義と目標
英語圏への短期間の旅行や滞在で必要なスピーキングとリスニ

ングのスキノレを高めることを目的とする。

!評価方法 1

1.出席状況、授業への参加 50%
2.課題の成績、 20%
3.テスト結果 30% 

|教科書 i
Angela Buckingharn and Norrnan Whi tney WPassport to New PlacesJ] 
Oxford Uni versi ty Press 

i講義の目標及び概要|

英語コミュニケーション能力試験の基礎固めとして、英文法を

基礎から徹底的に復習する。また、日本人にとって特に苦手な文
法項目を詳しく丁寧に解説し、数多くの練習問題を行うことで、
基本的な使い方を身につけ、英語コミュニケーション能力の向上
を計る。試験の形式に慣れるよう、 TOEIC練習問題やリスニング
の練習も授業の中で随時行う。

|評価方法 j
出席 20%、小テスト40%、期末試験 40%

|教科書 i
Michael Swan & Catherine Wal ter Wスワンとウオノレターのオック

スフォード実用英文法パートA:動詞と時制』旺文社
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|講義の自撰及び概要 1

1. 内容

この授業では基礎文法の習得を中心に授業を進めて行く。英文

法をしっかりマスターしたいとしづ学生に是非受講して欲しい.
テキストだけでなく、 GPリーディングラボ所蔵の資格テスト対策
教材を利用し、自分のレベノレに応じた文法問題やリーディング問
題、リスニング練習も行なうよう、指導していく。英語資格テス
ト受験を目指している学生の基礎を養うための講座であるので、

TOEICやTOEFLの練習問題も行う。基礎力だけでなく、応用力もつ
けられるよう指導して行く。

2. カリキュラムの位置づけ
基礎科目群の英語選択科目で、 TOEICやTOEFLの授業を効果的に

履修できるための準備講座である。

3. 学びの意義と目標

資格英語で高得点をとれるよう、基礎文法力をしっかり身につ
ける事を目標とする。

|評価方法!

平常点 (50点) (小テスト、借題、授業参加を含む)
試験(50点)

|教科書 i
プリントを配布する
Michael Swan， Catherine Wal ter Wオックスフォード実用英文法、
ノ号ートA:動詞と時制』旺文社

|講義の自標及び概要!

英語コミュニケーション能力試験の基礎固めとして、英文法を
基礎から徹底的に復習する。また、日本人にとって特に苦手な文
法項目を詳しく丁事に解説し、数多くの練習問題を行うことで、
基本的な使い方を身につけ、英語コミュニケーション能力の向上
を計る。試験の形式に慣れるよう、 TOEIC練習問題やリスニング

の練習も授業の中で髄時行う。

!評価方法!

出席 20%、小テスト 40%、 試験 40%

|教科書 i
Michael Swan & Catherine Wal ter Wスワンとウオノレターのオック

スフォード実用英文法パートB:修飾と接続J旺文社

|講義の呂標及び概要 1

1. 内容

この授業では文法の基本事項を学習していく。英語は好きだが
文法が苦手な学生や、文法事項を再学習したい学生には、特に有
意義な授業になる。また英語資格テストの受験を目指している学
生の基礎を養うための講座でもあるので TOEICやTOEFLのスコア
アップにも役立つ。

2. カリキュラムの位置づけ
基礎科目群の英語選択科目で、 Reading、Speaking，さらには

TOEICやTOEFLの授業を効果的に履修するための準備講座である。

3. 学びの意義と目標
資格英語試験などでの点数の向上、英語の読解力、コミュニケー

ション能力の上達を目指し基礎文法力をしっかり身につけること

をB標とする。

|評価方法 i
平常点 (50%) (小テスト、宿題、授業参加を含む)
試験(50%)

|教科書 i
Michael Swan， Catherine Wal ter Wスワンとウオノレターのオックス
フォード実用英文法 ノ号ートA:動調と時制J旺文社

i講義の自標及び概要 i
英語コミュニケーション能力試験の基礎囲めとして、英文法を

基礎から徹底的に復習する。また、日本人にとって特に苦手な文
法項目を詳しく丁寧に解説し、数多くの練習問題を行うことで、
基本的な使い方を身につけ、英語コミュニケーション能力の向上
を計る。試験の形式に慣れるよう、 TOEIC練習問題やリスニング
の練習も授業の中で随時行う。

i評価方法 i
出席 20%、小テスト 40%、期末試験 40%

|教科書 j
Michael Swan & Catherine Wal ter Wスワンとウオノレターのオック
スフォード実用英文法ノ~~トB:修飾と接続』旺文社
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|講義の国穣浪ぴ織要 i
1. 内容
この授業ではTestEnglish Aで学習しなかった文法基本事項を

学習していく。 TestEng1ish A を履修してさらなる文法力の向
上を目指す学生、英語は好きだが文法が苦手な学生、文法事項を

再学習したい学生には、特に有意義な授業になる。また英語資格
テストの受験を目指している学生の基礎を養うための講座でもあ
るので、 TOEICやTOEFLのスコアアップにも役立つ。

2. カリキュラムの位置づけ
基礎科目群の英語選択科目で、 Reading、Speaking，さらには

TOEICやTOEFLの授業を効果的に履修するための準備講座である。

3. 学びの意義と目標
資格英語試験などでの点数の向上、英語の読解力、コミュニケー

ション能力の上達を目指し基礎文法力をしっかり身につけること
を目標とする。

|評価方法 i
平常点 (50%) (小テスト、宿題、授業参加を含む)
試験(50%)

|教科書 i
Michae1 Swan， Catherine Wa1 ter Wスワンとウオノレタ}のオックス

フォード実用英文法パートB:修飾と接続』旺文社

1. Content -This course reviews the concepts of intercultu-

ra1 communication covered during the first semester， specifi 
ca11y those that app1y direct1y to Japan and America. The 

cu1tura1 differences between these two countries are high-

lighted and the implications for intercu1 tura1 communication 

delineated， wi th particu1ar emphasis p1aced upon the deve1op-
ment of intercu1tura1 competence. 

2. Ro1e in the Curricu1um -The course is designed specifi-

ca11y for exchange students in the Japan Studies Program 

(JSP) ， but it is a1so avai1ab1e as an e1ective to regu1ar 
students whose English 1eve1 is adequate. 

3. Learning Objective -The fundamenta1 objectives are to 

further deepen students' awareness and understanding of the 

profound inf1uence that cu1ture has upon communication be-

tween Japanese and Americans and to 1earn and app1y the speci-

fic theories of communication that are most apropos. 

|評価方法 i
Grades will be based upon attendance (15%)， reading assign-
ments (20%)， a term paper (35%)， and two examinations (15% 

each = 30%). 

Jandt， Fred E. WAn Introduction to Intercultura1 Communica-

tion (6th edition)~ SAGE Pub1ications， Inc. 

1. Content -This course introduces the fundamenta1 princi-

p1es of intercu1tura1 communication through the integration 

of concepts from the fie1ds of socia1 psycho1ogy， cu1tura1 
anthropo1ogy， and communication theory. Particu1ar emphasis 
is p1aced upon comparati ve cu1 ture， wi th the focus being upon 
Japan and America and the ro1e that cu1 ture p1ays in the com-

munication process between individua1s from these two dyna-

mic， yet very different， countries. 

2. Ro1e in the Curricu1um -The course is designed specifi-

ca11y for exchange students in the Japan Studies Program 

(JSP) ， but it is a1so avai1ab1e as an e1ective to regu1ar 
students whose English 1eve1 is adequate. 

3. Learning Objecti ves -The primary objecti ves are to fami 

liarize students with the cultura1 influences on communica-

tion between Japanese and Americans and to app1y the princi-

p1es 1earned to the students' 1ives. 

i評価方法 i
Grades will be based upon attendance (15%)， reading assign-
ments (20%)， a term paper (35%)， and two examinations (15% 

eachニ 30%).

Jandt， Fred E. WAn Introduction to Intercu1tura1 Communica-

tion (6th edition)~ SAGE Pub1ications， Inc. 

i講義の目標及び概要|

(内容)
2009年度から情報処理技術者試験に新設された国家試験日Tパ

スポート試験j で求められる総合的な知識を幅広く学ぶ。試験の
内容は、テクノロジ系 (IT技術)・マネジメント系 (IT管理)・スト

ラテジ系(経営全般)の3分野に分かれている。外部講師を招き、
講義を行う。

(位置づけ〉
基礎科目の中の選択科目であり、「コンピュータ基礎A，BJや「情

報リテラシーJを修得した学生が、さらに幅広い知識を身につけ
るための科目である。
(学びの意義と目標)
高度情報化された現代社会においては、これからの社会で働く

全ての人に InformationTechno1ogyを利用することが求められ
ている。 ITを十分に活用するためには、事務系・技術系いずれの

職種でも、 ITと経営全般に関する総合知識が必要になる。
rITパスポート試験Jに合格できる知識を学ぶことで、これから

の職業人として必要なITスキルを身につけてもらいたい。

|評価方法|

期末試験(60%)、課題提出 (20%)、出席(20%)

|教科書 i
インフォテック・サーブ編『ここから始めるITパスポート』イン
フォテック・サーブ
インフォテック・サーブ編 nTパスポート試験問題集』インフォ

テック・サーブ
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Gardens are a reflection of people' s view of nature and view 

of 1ife. When we appreciate gardens， we may come close to the 
view of nature or the sense of values behind the gardens layout 

deri ved from those values. 

Furthermore， we may learn re1igious perspecti ve from certain 
types of gardens as in the case of the asymmetrical rock gar-

dens of Zen Buddhism in ]apan， which are quite different from 
the symmetrical flower gardens of the West. 

Gardens we11 represent the relationship between man and 

nature. We may learn a variety of views of nature among the 

racial， ethnic， re1igious groups from the study of the gardens 
of th巴 world.Then we may discover a new perspective for the 

comparati ve study of those groups through garden study. And we 

may approach to the better and more profound understanding of 

]apan through the study of her unique gardens. 

i評価方法!

Graded mainly by class contribution through discussion， and 
then by reading assignments， performance， term papers (cri-
tical article response paper)， and an end-of semester final 
closed-book exam. No midterm exam. 

i教科書!

プリントを配布する

l講義の目標及び概要 i
この科目は、海外留学をするにあたり社会的・学術的に向き合

う問題を紹介する。アメリカの社会規範の理解、人との適切な対
応の仕方、大学環境への順応の仕方、そして良い成績の取り方な
どを学ぶ。授業トピック:アメリカの規範と文化理解(家族、宗
教、政治、スポーツ、エンターテイメント、食など);大学生活を
理解し慣れ親しむ(キャンパスを知る、図書館やその他の大学の
施設を利用する、学問上の目的を設定する、良い勉強の習慣をつ
ける、授業の履修必要条件と評価方法を把握する、交流の仕方を
学ぶ、危険を避ける)

Li ving and Studying Abroad 

The purpose of this course is to introduce students to the 

type of social and academic cha11enges that they may face when 

they study abroad. Students wi11 learn how to understand the 

social norms in the U. S.， how to interact wi th people approp-
riately， how to survive in a university setting， and how to 

succeed academica11y. 

!評価方法 1

1. Attendance and participation 40% 

2. Homework 30% 
3. Quizzes and Final exam 30% 

|教科書!

Peg Sarosy and Kathy Sherak WLecture Ready U (Oxford Uni-
versi ty Press) 

1. Content: Wi thin a socio1inguistic framework， three broad 
areas of language use in society wi 11 be covered: ways in which 

personal and group identity are reflected in language use， 
such as accent， dialect， and multi1ingua1ism， and the negati ve 
effects of 1inguistic prejudice; ways in which human relations 
are expressed through honorific and po1i te language; and how 
non-discriminatory language reform i11ustrates the relation-

ship between language change and social change. 

2. Place in the Curriculum: This course is for students from 

sister co11eges and Seigakuin Uni versi ty students who have a 

high enough English ability to participate in the class. All 

students must be able to read class materials in English， 

understand university-level English lectures with minimal 

explanation in ]apanese， and participate actively in clas-
sroom discussions in English. 

3. Purpose and Goals: The purpose of this course is to help 

students gain a better understanding of how language is used in 

society. 

|評価方法 1

10% attendance 
15% class participation 
20% quizzes 
25% term paper 
30% final exam 

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の冨標及び概要 1

1.内容
NGOとは個人が社会と関係を構築する一つの手段であるという

視点から、 NGOに関わる人びとが社会に対してどのような問題意
識を持ち、どのような変化を求めているのかについて講義を行な
う。その際に、特に日本としサ文脈の中でNGOが置かれている現
状や課題、存在意義について議論や考察を深める。授業は、講義
だけではなく、映像やグループディスカッション、ワークショッ

プ、受講者のプレゼンテーションなども活用する。
2. カリキュラム上の位置付け
専門科目であるが、概論・入門的な位置付けである。特に履修

しておく必要のある科目はない。
3. 学びの目標
• NGOが活動の対象とする世界的な課題について理解することで、
自らの関心領域を拡張する。

'NGOと社会の関係を理解し、自らの周りにある社会的開題の発見
を通して、 NGO活動へ参加する機会を見出す。

!評価方法 i
出席および毎回の授業で提出するコメントから判断する習熟度合
(50%)、学期中のレポートおよび試験 (50%)。授業への参加が

活発であれば加点を行なう。

i教科書|

プリントを配布する
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|講義の自標及び概要 1

1.内容

福祉社会の到来にともない、地域で活動を展開する市民組織の

役割が国際的に注目されている。わが国でも1995年の阪神・淡路

大震災以降、 NPOの役割が広く一般に認知され、 1998年には、その

支援を目的とした特定非営利活動促進法 (NPO法)が制定された。

本講義では、非営利活動をめぐる国際的動向やわが国のNPOの実

態について検討するとともに、 NPOが注目されるようになった現

代的背景や構造的要因にも自をむけて、その現在と未来について

ともに考えたい。

2.カリキュラム上の位置づけ
NPO入門的位置づけであると同時にコミュニティ政策学科の共

通専門科目である。

3.学びの意義と目標

現代社会におけるNPOの全体像を把握することが主要な目的と

なる。福祉・教育・文化・環境・まちづくり等、社会的・経済的

領域を網羅したNPO活動は20世紀末から21世紀にかけてもっとも

成長した分野のーっと言われており、その動向を理解しておくこ

とは、とりわけ地域社会を基盤とした労働や生活の未来を構想す

る上でも有益であろう。

|評錨方法 j

・試験80%+レポート20%
-出席点について…毎回の出席が大前提となる。それゆえ、出席

したからといって成績に出席点が加算されることはない。ただ

し、欠席は減点の対象となる。

|教科書|

プリントを配布する

1. Content -This is a flexible course， with a variety of 
topics related to ]apan and ]apanese cul ture being taught. The 
course is primarily a survey of key aspects of ]apanese his-
tory， anthropology， religion， and culture. 

2. Role in the Curriculum -The course is designed specifi-
cally for exchange students in the ]apan Studies Program 
(]SP) ， but it is also available as an elective to regular 
students whose English level is adequate. 

3. Learning Objective -The overall objective is to provide 
students wi th a broad understanding of the richness of studies 
on ]apan in order to whet their appetite for further in-depth 
investigation of subjects of particular interest to the indi-
vidua1. 

|評価方法 j
Grades wil1 be based upon attendance & participation (15%)， 
reading assignments (20%)， a term paper (35%)， and two ex-
aminations (15% each = 30%). 

|教科書 i
プリントを配布する
Yoshio Sugimoto， ed. WThe Cambridge Companion to Modern 
]apanese C叫ture~ Cambridge University Press 

|講義の目標及び糠要|

1.内容:この授業は、ビートノレズの音楽・時代、そして音楽・ファッ

ション・社会観念など大衆文化に与えた影響力を学ぶ。受講生そ

れぞれの音楽の噌好や好きな曲についても議論をする。実際に質

問を考え作成し、ジャーナリストとしてミュージシャンにイン

タービューする練習、またミュージシャンとしてそのインター

ビューに答える練習なども行う。授業の中で3本のビデオを鑑賞

し、それらを基に宿題(レポート)提出や小テストを頻繁に行い、

期末試験も実施する。

2.カリキュラム上の位置づけ:現代の英国民衆文化を学ぶ。

3.学びの意義と目標:さまざまな文化や世界の音楽など、外に向

かつての知識を広げてし、く。

|評価方法 1

10% 出席
30% 小テスト結果

30% 宿題(レポート)提出結果

30% 期末試験結果

i教科書 i
プリントを配布する

2. カリキュラム上の位置づけ

専門科目群の選択科目

3. 学びの意義と目標:

(1) (全般)聴衆の前でのスピーキング・スキルを上達させる。

(2) (言語)英語で自分の考えを表現できる能力を上達させる。

(3) (文化)英語と日本語におけるスピーキングの違いの理解を

深める。

i評価方法 j
20% 出席 Attendance 
60% スピーチの実践 Practice Speeches 
20% 最終スピーチ Final Speech 

|教科書!

プリントを配布する



Speech & Debate B will focus on debating skills in Eng1ish. 
The goals of the course are: 

Speech and Debate Bは、英語のディベート・スキルに重きを置く。
このコースの目標:

1. (general) to improve general debating skills; that is， 
effectively arguing for or against a proposition; 

2. (language) to improve your abi1i ty to express your opinions 
in English; 

3. (cul ture) to gain a better understanding of the importance 

of the exchange of ideas and opinions in a free society. 

l.(全般)効果的な議論および主張への反論をするためのディ
ベート・スキノレを上達させる。

2. (言語)英語で自分の意見を主張できる能力を上達させる。
3. (文化)自由社会において自分の考えおよび見解を意見交換
することが、いかに重要であるかという理解を深める。
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!教科書 j

プリントを配布する

|講義の自撰及び機要 1

1 内容
TOEFL iBT(ITP) Testの対策講座です。難易度が高くなったiBT

Testで少しでも得点を伸ばすために、Listening• Reading • 
Speaking • ¥Vri tingの各分野の特徴をつかみ、中でも分量の多い
Reading ・Listeningセクションに重点を置き、正確に解答するた

めの練習を重ねます。また多岐にEるアカデミック英語を理解す
るため、語葉力を伸ばす訓練も試みます。

2、カリキュラム上の位置づけ

将来留学や海外大学編入を考えている人の為のクラスです。受
講者にはTOEFL-ITPの受験が求められます。

3、学びの意義と目標
難易度の高いTOEFLiBTに対応できるスピードと内容理解力

アップを目指します。また総合的な英語力向上も目指します。

|評価方法 i
出席 (20%)、授業参加 (20%)、練習模試結果 (20%)、定期試験
(40%)の結果を総合的に評価します。

|教科書 j
プリントを配布する

|講義の自標及び撤要 1

1 内容
TOEFL iBT(ITP) Testの対策講座で、す。難易度が高くなったiBT

Testで少しでも得点を伸ばすために、 Listening.Reading • 
Speaking . ¥Vri tingの各分野の特徴をつかみ、中でも分量の多い

Reading • Listeningセクションに重点を置き、正確に解答するた

めの練習を重ねます。また多岐に亘るアカデミック英語を理解す
るため、語葉力を伸ばす訓練も試みます。

2、カリキュラム上の位置づけ

将来留学や海外大学編入を考えている人の為のクラスです。受
講者にはTOEFL-ITPの受験が求められます。

3、学びの意義と目標
難易度の高いTOEFLiBTIこ対応できるスピードと内容理解力

アップを目指します。また総合的な英語力向上も目指します。

i評価方法 i
出席 (20%)、授業参加 (20%)、練習模試結果 (20%)、定期試験
(40%)の結果を総合的に評価します。

i教科書!

プリントを配布する

|講義の自壊及び概要 1

l.内容
TOEICテストはリスニング4パート・リーディング3パートから

なり、正確な英語知識と素早い判断力が要求されますが、パター

ンに習熟し不得意分野を訓練することで得点アップが可能です。
この授業では文法力と語葉力を高めながら、 e-learningも用いて
実際のTOEICテストで得点を伸ばすための練習を薫ねて行きます。

またテストに出やすい語葉を多く含んだリスニング・リーディン
グ練習にも多く挑戦します。

2. カリキュラム上の位置づけ
TOEIC Test に挑戦してみたい人のための、専門科目コースで、すo

受講者にはTOEIC-IPの受験が求められます。

3.学びの意義と目標
TOEICテストの特徴をつかみ、点数向上を目指します。またテ

スト準備にとどまらず、将来役立つ実践的で総合的なリスニン
グ・リーディング力の習得も目指します。

|評価方法 i
出席(20%)、授業態度(10%)、e-learningの取り組み(20%)、単
熟語クイズ(20%)、定期試験(30%)の結果を総合的に評価します。

|教科書|

石井隆之、山口修他 notalStrategy for the TOEIC Tesd成美
叫 A

主主



i講義の自壊及び概要 1

1.内容
TOEICテストはリスニング4パート・リーディング3パートから

なり、正確な英語知識と素早い判断力が要求されますが、パター
ンに習熟し不得意分野を訓練することで得点アップが可能です。
この授業では文法力と語葉力を高めながら、 e-learningも用いて

実際のTOEICテストで得点を伸ばすための練習を重ねて行きます。
またテストに出やすい語葉を多く含んだりスニング・リーディン

グ練習にも多く挑戦します。

2. カリキュラム上の位置づけ
TOEIC Test に挑戦してみたい人のための、専門科目コースです。

受講者にはTOEIC-IPの受験が求められます。

3.学びの意義と目標
TOEICテストの特徴をつかみ、点数向上を目指します。またテ

スト準備にとどまらず、将来役立つ実践的で総合的なリスニン
グ・リーディング力の習得も目指します。

|許舗方法|
出席(20%)、授業態度(10%)、e-learningの取り組み(20%)、単

熟語クイズ(20%)、定期試験(30%)の結果を総合的に評価します。

i教科書 i
石井隆之、山口修他 WCompleteTactics for the TOEIC Test~ 成
美堂
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